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議
員

「
地
球
の
中
の
平
塚
」

と
い
う
視
点
で
環
境
問
題
を

と
ら
え
、
行
動
す
る
必
要
が

あ
る
。
市
長
は
地
球
規
模
の

視
点
か
ら
環
境
問
題
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長

地
球
の
環
境
で
最
も

問
題
に
な
る
の
は
、
温
暖
化

だ
と
考
え
る
。
本
市
で
は
、

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

本
年
四
月
に
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
を
策
定
し
た
。

行
政
が
率
先
し
て
対
策
を
展

開
す
る
こ
と
で
市
民
・
事
業

者
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
を
促
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

環
境
問
題
に
国
境
は
な
く
、

「
地
球
の
中
の
一
市
民
」
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

地
球
環
境
問
題
に
対

し
、
本
市
は
具
体
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

新
築
し
た
土
屋
公
民

館
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
、
雨
水
貯
水
タ
ン
ク
も

設
置
し
た
。
今
後
も
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ

型
の
設
備
を
公
共
施
設
整
備

時
に
導
入
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
ま
た
、
排
気
ガ
ス

を
吸
収
し
て
大
気
の
浄
化
が

進
む
よ
う
、
ま
ち
の
緑
化
等

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
市
民
と
と
も
に
自
然

を
保
全
し
、
生
態
系
が
持
続

す
る
自
然
環
境
の
創
造
に
も

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ

等
も
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
ご
み

の
再
資
源
化
や
リ
ユ
ー
ス
、

そ
し
て
ご
み
を
元
か
ら
絶
つ

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
考
え

方
を
市
民
一
人
ひ
と
り
に
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、
地
域

の
花
と
み
ど
り
を
増
や
す
工

夫
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で

多
く
の
市
民
に
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

図
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い

る
の
か
。

環
境
部
長

十
三
年
度
か
ら

開
始
し
た
家
庭
版
環
境
Ｉ
Ｓ

Ｏ
制
度
を
改
善
し
、
今
後
も

意
識
啓
発
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
十
五
年
度
か

ら
は
、
環
境
市
民
育
成
事
業

の
一
環
と
し
て
「
ひ
ら
つ
か

環
境
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
を
発

足
さ
せ
た
。
こ
の
事
業
は
、

環
境
に
か
か
わ
る
分
野
で
活

動
し
て
い
る
団
体
や
個
人
に

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
情

報
交
換
等
を
行
っ
て
本
市
の

環
境
を
良
好
な
も
の
に
し
て

議
員

市
民
の
環
境
に
関
す

る
意
識
の
さ
ら
な
る
高
揚
を

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
登
録
者
が
主
体

と
な
り
、
よ
り
多
く
の
市
民

議
員

子
供
た
ち
が
積
極
的

に
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
場

が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
市

は
、
こ
の
よ
う
な
体
験
学
習

の
場
づ
く
り
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

環
境
部
長

市
内
の
団
体
の

協
力
に
よ
り
、
小
中
学
生
を

対
象
に
市
内
西
部
の
里
山
で

の
体
験
学
習
や
、
相
模
湾
に

漂
着
す
る
ご
み
を
観
察
す
る

海
洋
教
室
を
実
施
し
て
い

に
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
十
四
年
度
か
ら

は
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
一
四
〇

〇
一
の
仕
組
み
を
応
用
し
た

学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
通
称

わ
か
ば
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
制
度
を
始

め
た
。
こ
れ
は
市
内
小
中
学

校
・
幼
稚
園
で
、
各
校
独
自

の
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
決
め
、
学
校
全
体
で
運

用
し
、
市
長
・
教
育
長
の
認

定
証
を
受
け
る
も
の
で
、
本

年
四
月
に
小
中
学
校
六
校
へ

認
定
証
を
交
付
し
た
。
な
お
、

学
校
な
ど
か
ら
わ
か
ば
Ｉ
Ｓ

Ｏ
に
関
連
し
た
実
践
指
導
の

要
請
が
あ
れ
ば
、
環
境
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
へ
協
力
依
頼
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

議
員

廃
棄
物
処
理
に
関
し

て
だ
が
、
公
約
に
掲
げ
ら
れ

た
「
ご
み
処
理
の
広
域
化
に

替
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま

す
」
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

市
長

本
市
の
廃
棄
物
処
理

は
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を

基
本
姿
勢
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
将
来
に
わ
た

っ
て
、
環
境
に
優
し
く
、
豊

か
な
地
域
社
会
と
し
て
い
く

た
め
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
廃
棄
物
問
題
を
自
ら
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
ご
み
の

減
量
化
、
資
源
化
を
よ
り
一

層
推
進
し
、
廃
棄
物
の
排
出

抑
制
、
再
使
用
、
再
利
用
の

徹
底
を
図
り
、
ご
み
を
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
市
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
自
区
内
処
理
を
基
本
と

し
た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

湘
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
の

三
市
二
町
で
の
ご
み
処
理
広

域
化
に
対
す
る
市
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

市
長

ご
み
処
理
広
域
化
計

画
は
、
平
成
九
年
五
月
に
国

か
ら
通
知
さ
れ
、
今
後
の
廃

棄
物
処
理
の
重
要
な
柱
と
し

て
、
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
廃
棄
物

処
理
施
設
の
建
設
で
は
、
国

の
補
助
金
と
の
関
係
か
ら
、

広
域
化
処
理
が
重
要
な
要
素

と
な
る
。
本
市
が
属
す
る
湘

南
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
十
五

・
十
六
年
度
の
二
か
年
で「
ご

み
処
理
広
域
化
実
現
可
能
性

調
査
」
を
実
施
す
る
。
今
後
、

こ
の
広
域
化
の
調
査
結
果
や
、

国
の
補
助
金
と
の
関
係
を
整

理
す
る
中
で
、
湘
南
西
ブ
ロ

ッ
ク
と
い
う
三
市
二
町
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
地

域
の
実
情
、
各
市
町
の
財
政

状
況
、
さ
ら
に
は
、
ご
み
の

適
正
処
理
や
施
設
の
適
正
規

模
な
ど
を
材
料
に
、
判
断
を

下
し
た
い
。

の
名
刺
、
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
へ
利
用
が
定
着
し
た
。

さ
ら
に
、
環
境
教
育
面
で
は
、

市
内
小
中
学
校
等
で
栽
培
後

に
紙
す
き
指
導
を
行
っ
た
結

果
、
独
自
の
利
用
が
で
き
る

学
校
も
現
れ
た
。
公
民
館
事

業
で
も
、
製
紙
化
や
染
物
等

多
様
な
製
品
化
も
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

議
員

地
球
環
境
に
優
し
い

と
し
て
、
急
速
に
知
名
度
を

あ
げ
た
ケ
ナ
フ
だ
が
、
野
生

化
し
て
日
本
の
自
然
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か

等
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
本
市
で
は
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

環
境
部
長

五
年
間
の
取
り

組
み
の
結
果
、
産
業
面
か
ら

の
推
進
よ
り
も
、
環
境
教
育

で
の
普
及
、
啓
発
が
よ
り
効

果
的
と
判
断
し
た
。
こ
の
間
、

定
着
し
た
市
民
活
動
や
ケ
ナ

フ
製
品
の
利
用
推
進
は
、
環

境
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て

今
後
も
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

環
境
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

議
員

本
市
は
、
環
境
保
護

施
策
の
一
つ
と
し
て
平
塚
ケ

ナ
フ
協
会
や
神
奈
川
大
学
等

と
協
力
し
、
十
年
度
か
ら
ケ

ナ
フ
の
栽
培
と
普
及
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
五

年
間
の
成
果
を
伺
い
た
い
。

環
境
部
長

こ
れ
ま
で
、
①

試
験
栽
培
に
よ
る
栽
培
デ
ー

タ
の
収
集
②
市
民
等
へ
の
普

及
③
ケ
ナ
フ
紙
の
利
用
推
進

④
環
境
教
育
の
実
施
と
い
う

四
本
の
柱
で
取
り
組
ん
で
き

た
。
試
験
栽
培
で
は
低
肥
料

で
一
定
の
収
穫
量
が
あ
り
、

病
害
虫
の
発
生
も
少
な
い
の

で
連
作
も
可
能
と
い
う
結
果

を
得
た
が
、
手
作
業
で
の
刈

り
取
り
や
割
高
な
製
紙
化
コ

ス
ト
な
ど
で
採
算
が
合
わ
な

い
等
の
課
題
が
残
っ
た
。
普

及
活
動
で
は
、
市
外
へ
も
情

報
発
信
を
行
っ
た
。
ま
た
、

小
中
学
校
の
卒
業
証
書
や
保

育
園
の
卒
園
証
書
、
市
職
員

環境に優しい天然ガス車（CNG車）と電気自動車

ケナフの花と昨年開催されたたケナフフェア

現
在
行
わ
れ
て
い
る
教
育

は
二
一
世
紀
の
社
会
の
基
盤

を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
人
的
配
置
や
施

設
設
備
を
初
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
深
刻
な
不
況
が
続

く
中
、
教
育
費
の
保
護
者
負

担
軽
減
の
諸
施
策
、
義
務
教

育
の
教
科
書
無
償
制
度
の
堅

持
も
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
新
学
習

指
導
要
領
の
実
施
等
、
教
育

改
革
が
行
わ
れ
る
中
で
、
そ

れ
ら
は
十
分
な
も
の
と
は
な

っ
て
い
な
い
。

ゆ
と
り
あ
る
教
育
、
安
心

し
て
学
べ
る
学
校
を
す
べ
て

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
は
、
我
が
国
の
義
務
教
育

の
推
進
と
充
実
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
が
、
国
は
教
員

と
と
も
に
学
校
教
育
の
目
的

達
成
の
た
め
に
不
可
欠
な
義

務
教
育
諸
学
校
の
学
校
事
務

職
員
及
び
同
栄
養
職
員
を
、

こ
の
制
度
の
適
用
除
外
の
対

象
に
あ
げ
て
お
り
、
特
に
昨

今
、
国
の
厳
し
い
財
政
事
情

を
背
景
と
し
、
旅
費
・
教
材

費
、
共
済
費
長
期
給
付
金
、

公
務
災
害
補
償
基
金
が
一
般

財
源
化
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の

論
議
は
一
層
強
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
学
校
事
務
職
員

及
び
同
栄
養
職
員
を
国
庫
負

担
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
は
、

地
方
財
政
に
著
し
く
支
障
を

来
す
ば
か
り
か
、
義
務
教
育

の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の

維
持
・
向
上
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
平
成
十
六
年
度
も
現
行

の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
対
象
職
員
の
範
囲
を
堅
持

し
、
と
り
わ
け
学
校
事
務
職

員
・
学
校
栄
養
職
員
を
同
制

度
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
な
い

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
五
日

平
　
塚
　
市
　
議
　
会

の
子
ど
も
た
ち
に
保
障
す
る

た
め
に
は
、
教
育
基
本
法
の

精
神
を
生
か
し
、
教
育
予
算

の
増
額
と
教
育
の
機
会
均
等

が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ

て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

一
　
ゆ
と
り
あ
る
ゆ
た
か
な

教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、

教
育
予
算
を
大
幅
に
増
額

す
る
こ
と
。

二
　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

た
ち
に
き
め
細
か
な
支
援
・

指
導
を
保
障
す
る
た
め
、

教
職
員
定
数
の
抜
本
的
な

改
善
を
行
う
こ
と
。

三
　
公
立
諸
学
校
の
施
設
整

備
費
を
増
額
し
、
教
育
諸

条
件
を
整
備
す
る
こ
と
。

四
　
義
務
教
育
の
教
科
書
無

償
制
度
を
守
る
こ
と
。

五
　
保
護
者
負
担
軽
減
の
た

め
、
奨
学
金
・
就
学
援
助

の
拡
充
を
は
か
る
こ
と
。

六
　
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ
し

い
地
方
財
政
の
確
立
の
た

め
、
地
方
交
付
税
を
増
額

す
る
こ
と
。

七
　
私
学
助
成
を
拡
充
す
る

こ
と
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
二
十
五
日

平
　
塚
　
市
　
議
　
会

今

後

の

対

応
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ゆ
た
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の

ゆ
た
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の�

教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書�

ゆ
た
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の�

教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書�
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現
行
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

現
行
義
務
教
育
費
国
庫
負
担�

制
度
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

制
度
堅
持
に
関
す
る
意
見
書�

現
行
義
務
教
育
費
国
庫
負
担�

制
度
堅
持
に
関
す
る
意
見
書�

最重要課題は地球温暖化対策�
市民・事業者と協働した取り組みを推進�

環境問題への認識を問う�環境問題への認識を問う�環境問題への認識を問う�ご
み
処
理
広
域
化
に
対
す
る
見
解
尋
ね
る�

自
区
内
処
理
も
視
野
に
検
討�

ケ
ナ
フ
の
栽
培
と
普
及
活
動

５
年
間
の
成
果
聞
く

子
供
た
ち
へ
の
環
境
教
育


